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大学生を対象とした体力測定における評価基準の作成
Establishing evaluation criteria for physical fitness test for university students
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要旨：本報告では大学生の体力を具体的かつ正当に評価するための評価基準を考案し，その妥当性を
検証することを目的とした。そのために環太平洋大学の授業内で実施した体力測定における各種測定
の平均値およびＴスコアを用い，５段階評価表を作成した。作成した５段階評価表を用いて男女ハン
ドボール選手の体力を評価した結果，先行研究と同様の体力測定であると判定でき，妥当性の高い評
価基準であったと考えられる。
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Ⅰ．緒言

　体力測定は健康状態やアスリートの競技力を評価す
るうえで効果的な手段であると考えられる。環太平洋
大学においても全学部で卒業必修科目に設定されてい
る「体育実技」授業において，履修者全員の体力測定
を実施しており，体育会所属学生の競技力向上はもち
ろん，体育会に所属していない学生の健康の保持・増
進に役立てている。一方で，体力測定値の評価方法は
過去の平均値との比較に留まっており，より具体的で
理解しやすい基準が求められる。
　池田（2012）は国立スポーツ科学センターで実施さ
れた一流アスリートの体力測定の結果から，Ｔスコ
ア（偏差値）表を作成した。さらに千野ら（2017）は
池田の作成した表に学習成績などの評価に用いられる
５段階評価表を追記することで，一流フェンシング選
手の体力特性について明らかにした。ここで作成され
た評価基準は一流アスリートを対象としたものである
が，同様の方法を用いることで大学生向けの評価基準
を作成することは可能であると考えられる。
　そこで本研究では大学生の体力を具体的かつ正当に

把握できる評価基準表を作成し，その基準の妥当性に
ついて検証することを目的とした。

表１　各種目の測定者数（人）



Ⅱ．方法

１．測定対象

　対象者は2017年から2019年までに環太平洋大学の授
業「体育実技」を履修した大学生（男子1250名，女子
688名）であった。「体育実技」は全学部において卒業
必修科目とされており，主に大学１年生が履修してい
た。

２．測定方法

　形態，筋力・無酸素性パワー，筋持久力，調整力，
柔軟性の各カテゴリーについて以下に示す種目を測定
した。
１）形態
　身長および体重の計測にはデジタル身長計および
デジタル体重計を用い，体組成（体脂肪率および除
脂肪量）の測定には体成分分析装置（InBody470，
InBody社）を用いた。
２）筋力・無酸素性パワー
　50m走には光電管を用い，スタンディング姿勢で構
えた対象者が自身のタイミングで前脚前方に置かれた
光電管を通過してから，50m先に設置された光電管を
トルソーで通過するまでの時間を計測した。カウン
タームーブメントジャンプ（以下，CMJとする）お
よび連続リバウンドジャンプ（以下，RJとする）に
はMultijump-Tester（DKH社）を用いた。CMJは腰
に手を当て，腕振りを制限した状態で垂直跳びを行わ
せ，その跳躍高を測定した。RJはCMJ同様に腕振り
を制限した状態でリバウンドジャンプを５回連続で行
わせ，跳躍高を接地時間で除したリバウンドジャンプ
指数（RJ-index）を算出した。メディシンボール投げ
は男子では４kg，女子では３kgのメディシンボール
を用い，メジャーで投擲距離を計測した。測定試技は
両脚の間まで下げたボールを振り上げて前方に投げる
前方投げ（以下，M. ball前方投げとする）と両脚の間
まで下げたボールを振り上げて後方に投げる後方投げ

（以下，M. ball後方投げとする）の２種類とした。立
ち幅跳びおよび握力は文部科学省の実施する新体力テ
ストで定められた方法を用いて計測した。
３）筋持久力
　文部科学省の実施する新体力テストで定められた方
法を用い，上体起こしを実施した。
４）調整力
　ステッピングにはステッピング測定器（竹井機器工
業社）を用い，５秒間のステッピング回数を測定し

た。全身反応時間の計測には全身反応時間測定器（竹
井機器工業社）を用い，マットスイッチ上で静止姿勢
を取った対象者が光刺激の提示後，両脚をマットス
イッチから離れるまでに要した時間を測定した。反復
横跳びは文部科学省の実施する新体力テストと同様の
手法で計測した。
５）柔軟性
　文部科学省の実施する新体力テストで定められた方
法を用い，長座体前屈を実施した。
　各種目の対象者数を表１に示す。なお，測定器具な
どの授業環境により，H. ball投げは2019年以外，体組
成，CMJ，RJ，M. ball投げ，ステッピング，全身反
応時間は2019年のみ測定した。

３．評価基準表の作成

　評価基準表の作成は池田（2012），千野ら（2017）
を参考にした。各種目の平均値および標準偏差からＴ
スコアを算出し，Ｔスコア35未満を「１」，35以上45
未満を「２」，45以上55未満を「３」，55以上65未満を

「４」，65以上を「５」とし，５段階評価表を作成し
た。

４．評価基準の妥当性の評価

　５段階評価表の妥当性を評価するために対象者のう
ち男女ハンドボール選手（男子41名，女子33名）の各
測定値からＴスコアを算出し，５段階評価を行った。

Ⅲ．結果

　各種目における平均値および標準偏差を表２に，男
子における５段階評価表を表３に，また，女子におけ
る５段階評価表を表４にそれぞれ示した。
　本研究で作成した５段階評価表の使用事例として，
男子ハンドボール選手の各種目における５段階評価点
を表５に，同様に女子ハンドボール選手の各種目にお
ける５段階評価点を表６にそれぞれ示した。

Ⅳ．考察

　日本ハンドボールリーグが「ハンドボールは『走
る・投げる・跳ぶ』の３要素が揃ったスポーツで，ス
ピード・迫力ある攻防や華麗なシュートが魅力」（日
本ハンドボールリーグ，online）と紹介するように，
ハンドボールは様々な運動要素を高いレベルで発揮で
きるよう総合的な体力が求められる競技である。大

136136



学男子ハンドボール選手の体力的特徴として，岩波
（1987）はH. ball投げや反復横跳び，垂直跳びに優れ
ていることを挙げている。また，同様に女子において
は，池田（2007）らがバスケットボール選手やバレー

ボール選手と比べてH. ball投げ，反復横跳び，背筋力
に優れていたことを，若山ら（2019）が新体力テスト
種目においてH. ball投げや握力，反復横跳びなど多く
の種目で他競技の選手を上回ったことを示した。この
ようにハンドボール選手は「走」「跳」「投」を中心に
多くの運動要素を含む競技特性上，投擲力や敏捷性，
筋力・無酸素パワーなど総合的に体力が優れていると
考えられる。本研究で作成した５段階評価表に男女
ハンドボール選手の測定値を当てはめると，男子はH. 
ball投げで５点，CMJ，握力，反復横跳びで４点であ
り，また，女子はH. ball投げで５点，50m走，握力，
M. ball前方投げ，ステッピング，反復横跳びで４点で
あった。よって，男女ともにハンドボール選手は敏捷
性や筋力・無酸素パワーなどに優れ，特に投擲力に秀
でていると評価でき，先行研究と同様の結果を得られ
た。以上のように，本研究の体力測定における評価基
準は大学生の体力を具体的かつ正当に評価できるもの
と考えられる。

Ⅴ．結論

　本研究は大学生の体力を具体的かつ正当に把握でき

表２　各種目の平均値および標準偏差

表３　男子における５段階評価表
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る評価基準表を作成し，その基準の妥当性について検
証することを目的とし，大学生男子1250名，大学生女
子688名の体力測定値から，Ｔスコアを用いた５段階
評価表を作成した。作成した表で評価された男女ハ
ンドボール選手の体力的特徴は先行研究と一致して
おり，妥当性の高い評価基準を作成できたと考えられ
る。
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